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　大学英語教育学会の学会紙 『JACET通信』NO.70(1989)英文号に日本大学の安 田哲
夫教授が 『Teaching　English　at　College(大学での英語教育)』 と題 して巻頭 言を寄せてい
る。その書 き出しは次のようである。　「わた しの経験では 日本の大学の英語教育の現状
は嘆かわ しい。多 くの教員が教室で必死になって奮闘 しているが、不利な条件が多す ぎ
て、まるで負け戦をたたかっているようなものである。」 一般学生 に対する当時の英語
教育の不利 な条件、即ち当時の英語教育の実態を安田教授 の説明に補足をしながら述べ
てみる。
　 1.ク ラスサイズが大きす ぎる。 どんな演習にも学生50入 は多すぎる。
　 2.英語力によってクラス分けされてお らず、様 々な英語力の学生が混在 している。
　 3,一 回の授業は90分 である。 旨うまでもな く、語学の授業としては長す ぎる。
　 4.ク ラスは1週 間に二回教えられるが、ふつ う日本人教員二人が担当するが、その
　　.二人の授業は解釈 と作文 ・文法 と分けて担当する程度 で、授業の連絡調整はほとん
　　どない。
　 5.学生の英語 を学ぶ動機が弱い。将来英語が必要であろうと思っている程度の動機
　　で、卒業単位 として必修だから学んでいる。
　亜細亜大学の英語担当教員はそうした悪 条件の中で も、1986年 度まで、英語教 材
を共同制作するとか、交換教授 を活用 しての50人 クラスを半分に分けて、分割授業 を
するとか、い くつか試行的実践 を行っていた。だが12名 の常勤に、50名 近い非常勤
を加えて、全部で60人 を越 える大所帯であるがゆえ、日常の授業を円滑に行 うこと.一
つを考えても大変で、ほぼ毎週金曜laに定例の英語担 当教員の会合を開 く必要が生 まれ
ていた。
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　 1987年 衛藤藩吉学長就任 と同時に、英語教育の改革 が進み、当時としては最先端
を行 く英語教育プログラムが生 まれた。1年 次のフレッシュマン ・イングリッシュ(以
下FEと略記)と2年 生対象のアメリカ派遣 プログラム(Asia　University　America　Program,
以 ドAUAPと略記)で ある。
　 さて、FEでは画期的な英語教育改革のため、20人 以上の資格のある外国人教師を招
聰すること、学力別 にクラスを編成するため、同一時間帯 に一一学部の授業を 一斉 にお こ
なえる全学的措置を採って もらうことの二点が検討 され、 了承 された。その結果具体 的
に英語教育改革の外枠がで きた。現在FEは、次のように実施 されている。
　 1.クラスサイズは25人 以下である。
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　 2.入学式直後にプレイスメントテス トを行 い、学力別のクラス編成をしてい る。授
　　業開始後1週 目にクラス編成の微調整 もおこなっている。
　 3.「 月から金まで45分 の授業 を5回 受けるシステムにす る。5回 のうち4回 は外
　　国人教員が担当し、1回 を日本人教員が担当する。成績評価 は両者が話 し合 って決
　　める」のが原則であったが、現在は少 し手直 しがなされている。国際関係学部は外
　　国人教員が5回 全部を担 当 してお り、経営学部は上の8ク ラスは外国人教員が全 部
　　を担当 している。
　 4.テ キス トは内部で作成 したものを使用することを原則とするが、コミュニケーショ
　　 ンに重点をおいた授業を行 っている、,現在上の数クラスと、下の数クラスは学生 の
　　英語力に合致 した市販のテキス トを用いているが、その他は内部で作成 した統 一教
　　科書を使用 している。
　 このような改革で、前述の安田教授の嘆いた 『不利な状況』の大部分が改善された。
動機については、2年 次にAUAPプログラムを実施することで、その準備 という点から、
かなりの学生が必然的に動機づけが なされたが、AUAPに参加 しない学生 のために、2
年次に外国人教員の授業を置 くように した り、外部の英語検定試験(英 語検定やTOEFL
⑪Testなど)の受験 を勧めた り、大学を試験会場とす ることで、学生 に便宜をはかって
いる。
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　 さて、FEを終 えた学生が2年 次 に選択で きるAUAPとはどんなものであろうか。アメ
リカの州立大学のキャンパスで5か 月間過ご し、亜細亜大学が独 自に作成 したプログラ
ムで17単 位が1覆修で きる制度である。
　英語4科 目8単 位、 自由選択科目2科 目8単 位、体育実技1単 位の合計17単 位 を履
修 して、単位を修得すれば、 その単位は亜細亜大学の単位 と振 り替られ、4年 間で卒業
可能という画期的な制度である。 自由選択科目の2科 目とは、American　Culture&History
「アメリカの歴史と文化」 とHuman　Environment「人間と環境」であ り、講義を語彙学習
や、質疑応答でサン ドイッチ のように裏打ちするや り方で、学生の理解度を深める]1夫
がなされている。国際関係学部は、AUAP参加が必修 となっているが、他学部は希望者
の参加である。現在まで、参加のための特別 な選抜は していない。 亜細亜大学に入学 し
た学生であれば、武蔵野のやや手狭なキャンパスを飛び出 して、広 々としたアメリカの
大学で学ぶ機会 も得られる制度 となっている。このいわば 「草の根留学」が本学の大量
派遣制度の特徴であ り、その 目標 としては1)英 語運用能力の強化、2)異 文化理解、
3)自 己アイデンティティーの認識の三つを掲げている。
　参加者 を年度別 にみると、88年 度(パ イロット)には60名 、89年 度(第1回)
は559名 、90年 度684名 、91年 度667名 、92年 度702名 、93年 度69
5名、94年 度601名 、95年 度557名 、96年 度534名 、97年 度578名 、
98年度482名 、計6,119名 となっている。
　おわか りのように、昨今の経済不況のあお りで、希望者 が減ってきてお り、派遣先の
アメリカの大学は現在はワシン トン州の西ワシン トン大学 、中央ワシン トン大学、東 ワ
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シントン大学の三校であるが、これまではアイダホ州のボ イジー州立大学や、オレゴン
州のオレゴン州立大学へ も学生を送 り出 していた。これまでさしたる事故 もな く、 この
計i面iが進んできているのには、アメリカ側 と亜大との連絡が密であることやアメリカ側
の職員のこのプログラムにかける熱意が大 きいことのおかげである。
　AUAPが始まったのは、文部省が戦後長い間維持 していた方針を変えて、大学教育の
大綱化(=自 由化)に 乗 り出す1991年 以前のことであ ったが、これに匹敵する海外
派遣のプログラムを開発実施 している大学はまだ 日本にはない。FEとAUAPを組み合わ
せた本学の英語教育 プログラムは、教育大衆化 を先取 りしたものである。文部省は高等
学校の英語教育でコミュニケーションに重点を置いた指導 を提唱 し、実施 しているが、
その成果はまちまちである。FEは高等学校で学ぶべ きことを、十分消化 しきれずに大学
へ進学 してきている学生に対する補正教育(remedial　education)の役割 も果た している。
　最後に、平成8年 度の卒業生アンケー トを見る と、 「大学へのメッセージ」にAUAP
の存続を願 う声が どの学部にも目立って多かったこと、リクルー トの調査で も、亜細 亜
大学の特徴 として国際交流、外国語教育 を挙げている卒業生が圧倒的に多かったことを
付け足 しておきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(H10.　10.　10)
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